
日
本
共
産
党
の
志
位
和

夫
議
長
は

日
、秋
田
市
、

19

青
森
県
弘
前
市
に
駆
け
つ

け
ま
し
た
。

志
位
氏
は
、
「
衆
院
比

例
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
は
当
落

線
上
の
一
票
を
争
う
大
激

戦
で
す
。

最
後
ま
で
ご
支
持
の
輪

を
広
げ
、
東
北
の
命
綱
・

高
橋
ち
づ
子
候
補
を
必
ず

押
し
上
げ
て
く
だ
さ
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

雨
や
冷
た
い
風
の
中
、

集
ま
っ
た
人
が
拍
手
で
応

え
ま
し
た
。

高
橋
氏
は
「
か
つ
て
な

い
大
激
戦
を
勝
ち
抜
か
せ

て
。
米
と
農
業
を
守
り
、

未
来
を
つ
く
る
仕
事
を
さ

せ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

志
位
氏
は
、
河
北
新
報

に
よ
る
東
北
出
身
の
衆
院

議
員

人
36

の
３
年
間

の
国
会
発

言
分
析
を

示
し
、
高

橋

氏

の

「
発
言
回

数
」
は
財

務
相
と
予

算
委
員
長

を
除
け
ば

１
０
７
０

回
で
ト
ッ
プ
だ
と
紹
介
。

「
原
発
事
故
、
豪
雨
災

害
、
農
漁
業
な
ど
東
北
の

声
を
届
け
る
素
晴
ら
し
い

働
き
を
し
て
き
ま
し
た
」

と
訴
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
発
言
内
容
」

で
は
、
子
ど
も
の
貧
困
や

子
育
て
支
援
、
ト
ラ
ッ
ク

運
転
手
の
残
業
規
制
強
化

の
追
及
を
繰
り
返
し
行
っ

て
き
た
と
し
て
、
「
文
字

通
り
の
『
宝
の
議
席
』
で

す
。

何
と
し
て
も
守
り
抜
か

せ
て
く
だ
さ
い
」
と
力
を

込
め
ま
し
た
。

志
位
氏
は
、
腐
敗
政
治

の
一
掃
、暮
ら
し
に
希
望
、

平
和
な
日
本
と
ア
ジ
ア
を

実
現
す
る
一
番
の
力
が
共

産
党
の
躍
進
だ
と
力
説
。

賃
上
げ
と
一
体
に
労
働

時
間
を
１
日
７
時
間
に
短

縮
し
、
「
自
由
な
時
間
」

を
増
や
す
提
案
を
示
し
、

「
『
７
時
間
働
け
ば
ふ
つ

う
に
暮
ら
せ
る
社
会
』
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

ま
た
、
「
耕
作
放
棄
地

が
増
え
、農
業
が
瀕
死
（
ひ

ん
し
）
の
状
態
」
と
の
訴

え
を
受
け
た
と
し
て
、
自

民
党
農
政
の
転
換
の
方
向

を
語
り
ま
し
た
。

▽
市
場
任
せ
を
改
め
需
給

と
価
格
の
安
定
に
責
任
を

持
つ

▽
減
反
を
押
し
付
け
な
が

ら
輸
入
を
増
や
す
政
策
を

転
換
す
る

▽
安
心
し
て
再
生
産
で
き

る
価
格
保
障
と
所
得
補
償

を
実
現
す
る

▽
食
料
自
給
率
を

％
に

50

回
復
し
、

％
を
め
ざ
す

60

―
と
力
説
。

「
共
産
党
へ
の
一
票
で

東
北
と
日
本
の
農
業
を
再

建
し
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

志
位
氏
は
、
「
党
を
つ

く
っ
て
１
０
２
年
。
戦
前

に
侵
略
戦
争
反
対
、
国
民

主
権
、
女
性
差
別
撤
廃
を

掲
げ
た
の
は
日
本
共
産
党

だ
け
」
と
強
調
。

秋
田
出
身
の
作
家
・
小

林
多
喜
二
な
ど
多
く
の
先

輩
が
弾
圧
で
命
を
落
と
し

た
が
、
党
の
主
張
の
正
し

さ
は
日
本
国
憲
法
が
証
明

し
た
と
し
て
、
「
社
会
進

歩
の
道
理
に
た
っ
た
主
張

を
掲
げ
、
困
難
に
屈
せ
ず

た
た
か
え
ば
必
ず
政
治
は

変
わ
り
ま
す
。

力
を
あ
わ
せ
希
望
あ
る

政
治
を
切
り
開
き
ま
し
ょ

う
」
と
熱
く
呼
び
掛
け
ま

し
た
。
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新つるおかＨＰ

高橋ちづ子比例候補（左）の必勝を訴え

る志位和夫議長＝１９日、秋田駅前

山
田
ま
も
る
候
補
は
、

街
頭
か
ら
７
月
豪
雨
災
害

の
問
題
を
訴
え
ま
し
た
。

特
に
、
酒
田
市
の
荒
瀬

川
の
氾
濫
で
被
災
し
た
大

沢
集
落
の
惨
状
や
、
日
向

川
の
堤
防
決
壊
に
よ
る
水

田
の
水
没
や
住
宅
被
害
、

特
産
の
刈
谷
梨
の
被
害
な

ど
を
述
べ
、
聴
衆
か
ら
具

体
的
で
わ
か
り
や
す
い
話

だ
っ
た
と
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

山
田
ま
も
る
氏
は
党
県

議
団
と
共
に
、
９
月

日
13

に
、
仙
台
市
に
あ
る
国
土

交
通
省
の
東
北
地
方
整
備

局
と
東
北
運
輸
局
に
対
策

を
要
望
し
た
経
過
を
語

り
、
能
登
半
島
の
災
害
な

ど
も
含
め
、
「
軍
事
よ
り

も
防
災
と
被
災
者
支
援
を

優
先
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
、

共
感
を
広
げ
て
い
ま
す
。

党
後
援
会
は
、
山
田
ま

も
る
候
補
の
大
躍
進
実
現

を
大
き
く
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。



上
郷
地
区
風
力
発
電
事

業
を
考
え
る
会
（
佐
藤
安

太
郎
代
表
）
は

日
、
鶴

15

岡
市
に
対
し
て
、（
仮
称
）

三
瀬
矢
引
風
力
電
力
事
業

に
つ
い
て
の
要
望
書
を
提

出
し
、
伊
藤
慶
也
市
民
部

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

４
つ
の
問
題
点
を
指
摘

要
望
書
で
は
、
次
の
様

に
明
記
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
風
力
発
電
機
１

基
削
減
し
、
３
基
を
移
動

し
、
環
境
に
配
慮
し
た
と

し
て
い
る
が
、
移
動
区
域

に
は
ク
マ
タ
カ
２
組
の
つ

が
い
の
営
巣
中
心
域
が
あ

り
、
環
境
に
配
慮
す
る
な

ら
、
ク
マ
タ
カ
の
高
利
用

域
や
好
適
採
食
地
の
行
動

圏
を
、
現
状
の
自
然
環
境

の
も
と
で
確
保
す
る
こ
と

で
あ
る
。

（
２
）
風
力
発
電
機
６

基
が
位
置
す
る
事
業
区
域

は
、
固
結
推
積
物
と
火
山

性
岩
石
で
あ
り
、
地
質
と

し
て
は
軟
弱
地
盤
だ
。

こ
の
軟
弱

地
盤
一
帯
の

地
層
上
に
、

す
べ
て
を
集

中
し
て
設
置

す

る

こ

と

は
、
一
方
の

区
域
に
片
寄

っ
た
不
均
衡

な
設
計
で
あ

る
。事

業
区
域
の
大
山
層
と

温
海
岳
層
と
の
境
界
線
に

は
、
断
層
（
大
山
断
層
）

が
走
っ
て
い
る
実
線
が
地

質
図
か
ら
読
み
取
れ
る
。

（
３
）
準
備
書
で
は
、

ク
マ
タ
カ
等
へ
の
影
響
に

つ
い
て
、
低
減
・
軽
減
を

図
り
た
い
と
述
べ
て
い
る

が
、
八
森
山
発
電
所
と
の

累
積
影
響
や
、
三
瀬
矢
引

等
山
林
一
体
の
自
然
環
境

が
壊
さ
れ
、
ク
マ
タ
カ
類

の
生
態
系
等
へ
の
累
積
影

響
な
ど
は
、
解
消
ど
こ
ろ

か
、
拡
大
す
る
ば
か
り
で

あ
る
。

（
４
）
三
瀬
矢
引
風
力

発
電
事
業
実
施
区
域
は
、

県
が
指
定
し
た
大
山
川

（
矢
引
川
・
大
戸
川
）
と
、

三
瀬
川
地
域
等
の
水
質
資

源
保
全
地
域
（
２
０
１
５

年
県
指
定
）
の
指
定
全
面

積
を
網
羅
し
て
い
る
。

準
備
書
で
、
事
業
者
は

水
質
現
地
調
査
地
点
８
地

点
の
う
ち
、
風
力
発
電
機

を
設
置
す
る
中
沢
・
矢
引

・
中
山
集
落
の
近
距
離
の

事
業
区
域
に
は
、
調
査
地

点
が
ゼ
ロ
で
、
全
く
現
地

調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
な

い
。水

質
源
保
全
地
域
の
保

全
力
低
下
等
、
山
林
の
水

質
保
全
環
境
や
機
能
に
、

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
に
な
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、

（
仮
称
）
三
瀬
矢
引
風
力

発
電
事
業
計
画
を
中
止
す

る
よ
う
に
、
市
と
し
て
、

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
リ
ニ
ュ
ー
ア

ブ
ル
・
エ
ナ
ジ
―
株
式
会

社
に
、
申
し
入
れ
を
行
う

よ
う
要
望
す
る
。

参
加
者
か
ら
懸
念
の
声

参
加
者
か
ら
は
、
「
風

力
発
電
機
が
あ
ま
り
に
も

住
宅
に
近
す
ぎ
る
」
、「
電

磁
波
や
飲
み
水
へ
の
影
響

が
心
配
で
あ
る
」
等
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

市
は
、
環
境
影
響
評
価

準
備
書
を
確
認
の
上
、
こ

の
度
の
要
望
書
、
及
び
市

民
か
ら
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
、

月

日
を
目
途

10

25

に
、
県
に
対
し
、
意
見
書

を
提
出
す
る
運
び
と
な
る

旨
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

坂
本
昌
栄
議
員
が
同
席

し
ま
し
た
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格

10月17日入札分
・ゆうあいプラザかたぐるま軽運動ホール照明ＬＥＤ化

工事（ほなみ町3-2）（入札7業者）

(株)エスパー 1,888,000円（2,170,000円）
工期～12/6（落札率87.00％）

・ゆうあいプラザかたぐるま軽運動ホール電動ロールス
クリーン交換工事（ほなみ町3-2）（入札6業者うち1業者

辞退、1業者失格）
(株)大舘建興 1,566,000円（1,950,000円 最低制限価格

1,511,280円）工期～12/6（落札率80.31％）

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格

10月17日入札分
・赤川河川緑地園路等整備工事（大宝寺地内ほか）（入

札2業者）
鶴岡建設(株) 36,000,000円（36,470,000円）

工期～7/3/24（落札率98.71％）
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▽
告
示
日

日
、
山
田
候
補
と
市
内
街

15

頭
宣
伝
を
皮
切
り
に
、
衆
院
選
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
県
政
と
県
民
生
活

の
現
状
が
、
国
政
の
転
換
を
強
く
求
め

て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
す
。

○
昨
年
度
の
企
業
倒
産
４
７
０
件

○
コ
ス
ト
上
昇
分
を
「
半
分
以
上
」

価
格
転
嫁
で
き
た
県
内
企
業
は
４
割

足
ら
ず

○
中
小
企
業
は
厳
し
い
経
営
で
「
賃

上
げ
も
で
き
ず
、
人
手
も
確
保
で
き

ず
、
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ
て
い
る
」

（
県
商
工
会
連
合
会
理
事
）

○
販
売
農
家
戸
数
は

年
間
で
、

30

２
９
７
０
戸
か
ら
１
０
２
８
戸
へ
、

％
減
。

才
以
上
が
７
割

65

65

○
国
民
年
金
の
平
均
月
額
は
約
５
万

６
千
円
。
厚
生
年
金
は

万
１
８
４

12

０
円
（
全
国

位
）

44

○
看
護
師
は
２
０
２
５
年
時
点
で

６
４
４
人
の
不
足
、
介
護
職
員
は

２
０
４
０
年
時
点
で
５
８
０
９
人
の

不
足
見
込
み
。

○
貧
困
世
帯
の
子
ど
も
は

％(

全

16

国:

・
９
％)

。
母
子
家
庭
の
母
の

13

年
間
就
労
収
入
は
２
０
０
万
円
未
満

が
半
数
以
上

○
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
で
は

万
人

20

動
員
、
３
万
３
０
０
０
人
が
戦
死

☆
大
企
業
に
５
３
９
兆
円
も
の
内
部
留

保
が
蓄
え
ら
れ
、
大
軍
拡
が
進
め
ら
れ

る
中
で
、
本
県
で
も
中
小
企
業
・
農
業

を
始
め
と
す
る
産
業
が
縮
小
し
、
所
得

減
少
、
格
差
と
貧
困
が
拡
大
し
て
き
ま

し
た
。
少
子
化
の
進
行
も
急
速
で
す
。

☆
大
軍
拡
を
や
め
、
大
企
業
・
富
裕
層

に
適
正
に
課
税
し
、
消
費
税
減
税
、
賃

上
げ
、
年
金
引
き
上
げ
、
農
業
の
価
格

保
障
・
所
得
補
償
、
大
学
・
短
大
等
の

学
費
半
減
等
々
経
済
を
立
て
直
し
暮
ら

し
を
守
る
政
策
の
実
現
が
待
っ
た
な
し

で
す
。
日
本
共
産
党
の
躍
進
こ
そ
が
自

民
党
政
治
へ
の
厳
し
い
審
判
で
す
。

（
県
議

関

徹
）

伊藤市民部長（右）に要望書を手

渡す考える会の佐藤代表（左）


